


































































Accounting Thought of Shigenobu Ookuma












































































































































































































































































明治６年歳入出見込会計表웖웫웋웗 第６期歳出入決算表(自 明治６年１月至 同 年12月)웖웫워웗
通常歳入 47,006,810円 通常歳入 70,561,687円
臨時歳入 1,730,072円 例外歳入 14,945,557円
歳入総計 48,736,883円 歳入合計 85,507,244円
通常歳出 42,039,488円 通常歳出 50,639,552円
臨時歳出 4,557,030円 例外歳出 12,039,048円
歳出総計 46,596,518円 歳出合計 62,678,600円
歳入超過 2,140,364円 歳入超過 22,828,643円
※円未満を切り捨てているため，合計額が一致しないところ
もある。
出典(注１)早稲田大学社会科学研究所編『大隈文書（第３
巻）』昭和35年，11-14ページ。
(注２)大蔵省編『明治前期財政経済史料集成（第４巻）』
改造社，昭和７年，82-85ページ。
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大隈侯の会計観
いえば，最も金額の大きい秩禄の支給が当該年度に
きちんと支払われたかどうかも不明確である。地域
により支給方法が異なっていたかもしれない。すな
わち，会計年度ごとの会計計算はまだ十分に整備さ
れていなかったと思われる。
⑵ 前期大隈財政の特色
明治13年を転機として，それ以前を前期大隈財
政，それ以後を後期大隈財政と呼ぶことが可能のよ
うである워웍웗。
前期大隈財政の特色は，明治８年１月の建議，「収
入支出ノ源流ヲ清マシ理財会計ノ根本ヲ立ツルノ
議」により最も包括的に示されている。そこでは大
隈の殖産興業構想が「一議五策」として提案された。
中村政則・石井寛治両氏によれば，五策はつぎのよ
うに要約される워웎웗。
① 間接税の重要財源として関税があるが，これ
は条約改正を俟たなければならない。そこで，
輸入抑制をはかるために，外国商品の国内売買
に重税をかけ，新たに営業税をおこす。
② 諸官庁は，国内で未製造の物品をのぞき，輸
入舶来品の使用を禁じ，できるかぎり，国産品
を愛用する。
③ 正貨流出がはなはだしいので，諸官庁は輸入
舶来品を購入するさいには，その理由を大蔵省
に示し，大蔵省は，その支払代金等すべてを監
督する。
④ 内国債を発行して，民間資金を吸収し，これ
を起業公債に振り向けることによって，国内産
業の振興をはかる。
⑤ 鉄道など民間で経営可能な事業は，民間に払
下げ，政府資金の重点的投入をおこなう。海運
業はその重点項目の一つである（これは大久保
の海運＝三菱保護政策と符合する）。
この建議について，中村尚美氏はつぎのようにま
とめている。
「大隈の「五策一議」とは，海外商品の輸入抑制と
「上から」の産業資本保護育成策たる殖産興業によっ
て国内産業の進展をはかり，大久保政権の政治課題
たる富国強兵を達成するためのもっとも可能な政策
を提示したものということができよう。워웏웗」
また，大石嘉一郎氏はつぎのように整理している。
「この建議には，一方における徹底的な輸入防遏・
正貨流出防止，官業の整理，不生産的経費の節約，
他方における国家による集中的な資金創出とその勧
奨保護のための撒布，とくに海運助成，総じて後進
国における資本の原始的蓄積の諸政策が素朴な形で
総括されている。워원웗」
政府会計の面からいえば，内国債による歳入の増
加，節約による歳出の削減を推進している。また，
国内産業を育成するための資金の集中的投資，輸入
を減らして正貨の流出を防止する政策が採られてい
る。これらの政策により財政の健全化が目指された
のである。
５ 政府会計における会計観⑶：
明治13年～14年
⑴ 後期大隈財政の特色
明治13年２月に大隈は大蔵卿を免ぜられ，参議専
任になった。政府の財政状況は西南戦争による不換
紙幣の乱発の影響により一層悪化していった。後期
大隈財政の特色については，２つの建議が参考にな
る。ひとつは明治12年６月に出された「財政四件ヲ
挙行センコトヲ請フノ議」であり，もうひとつは同
13年５月に出された「通貨ノ制度ヲ改メンコトヲ請
フノ議」である。前者の建議は，従来の紙幣主義か
ら正貨主義への転換の萌しを示すものとして注目さ
れる워웑웗。中村・石井両氏はつぎのように解説してい
る。
「明治初年いらい，日本は正貨流出により正貨の欠
乏になやまされてきた。大隈は，この原因を紙幣増
発（インフレ）による紙幣価値の下落にあるとはみ
ず，洋銀相場の騰貴にあるとみた。換言すれば，国
内産業の未発達と関税自主権の未確立→輸入超過→
正貨流出→金銀貨騰貴という脈絡において正貨の欠
乏をとらえていたのである。欧米列強との力関係か
らして条約改正の早期実現を望めない以上，資本の
供給による国内産業の振興を第一義とせざるをえな
いと考えていた。워웒웗」
しかし，「国内政局の危機が一段と激化するに及ん
で，大隈財政はその事態をきりぬけるため，とくに
紙幣整理問題にその政策を転換し集中していかなけ
ればならなくなった워웓웗」のである。
後者の建議は紙幣消却案を一層徹底したものとい
われている웍월웗。そこでは外債５千万円を募集して一
挙に消却することが提案された。しかし，その提案
は外債に対する不安から受け入れられなかった。紙
幣の消却は松方財政に委ねなければならなかった。
⑵ 会計検査院の創設
政府会計と会計検査院は密接不可分の関係にあ
る。会計情報の有用性を高めるうえでも会計検査院
の存在を無視することはできない。会計検査院の歴
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史について，大塚宗春氏はつぎのように述べている。
「明治13年（1880年），大隈重信参議によって建議
され，財政監督の任に当たる初めての独立の官庁と
して太政官内に創設された。……ただ，わが国にお
ける近代的財政監督制度としては，さらに10年ほど
前の明治２年（1869年）に設置された「監督司」に
さかのぼることができる。웍웋웗」
その監督司の設置もまた大隈の建議によることが
『大蔵省百年史』に記述されている。
「（明治２年）４月には会計官副知事の大隈が「政
費濫出」の弊を防ぐために，会計法規を設けて「諸
般ノ請求ヲ許否スルノ権力」をもつ会計監督機関を
設けることを建議して，５月には会計官中に監督司
が置かれた。웍워웗」
明治13年３月に会計検査院が創設されたのち，翌
14年３月に大隈は「会計検査院章程案並会計法案」
を提出して規定の整備に着手した。
「字句の小訂正を除き，この大隈案がそのまま，14
年４月の会計法（太政官達第33号）と会計検査院章
程（同達第35号）となって令達された。この両法規
は，統一財政・統一会計の方向を強く打ち出したも
のであり，検査院は会計の監督，決算の検査ばかり
でなく，予算の審査までも行なうものとしていた（会
計法第７条，第13条。章程第１条，第２条）。웍웍웗」
大隈案では会計検査院の検査は予算にも及んでい
たわけである。その後，大隈が下野したのち，明治
15年１月には会計法と会計検査院章程が全文改正
され，検査院の審査権は決算のみに限られることと
なった。웍웎웗
会計検査院が政府会計のなかで果たす役割は大き
い。「検査院の検査が，民間企業に対する公認会計士
の監査と較べて大きく異なる点は，公認会計士監査
にはない3E検査が行われる点である。웍웏웗」3Eと
は，経済性，効率性および有効性のことをさしてい
る。これらの検査を実施することにより，予算執行
の適正性が確保されることになる。会計検査院は政
府会計にとって欠かせない存在なのである。
６ むすび
これまで大隈侯の会計観について年代順に明治
14年まで考察してきた。明治14年は大隈44歳のと
きになる。85年の生涯のほぼ半分をたどったにすぎ
ない。しかし，これにより大隈の会計観をかなりの
程度把握できたのではないかと思われる。
青年時代においてすでに商才が発揮された。さま
ざまな場面で経営感覚が示された。武家出身であり，
佐賀藩という保守的環境のなかにあったにもかかわ
らず，商業に秀でた才能を発揮したことは注目すべ
きである。
政府会計との関係については２つの側面から分析
が行われた。ひとつは個別の制度との関係である。
大隈は，貨幣制度の統一，太陽暦の採用，予算制度
の開始および会計検査院の創設という４つの制度と
かかわった。いずれも会計制度の構築にとって重要
な内容をもつものである。大隈がこれらの制度すべ
てに関与したことは驚異としかいいようがない。
いまひとつの分析視点は大隈財政と政府会計との
関係である。大隈財政で展開された政策は政府会計
に当然反映される。政策の一つひとつが歳入または
歳出面にどのような影響を与えたかについての考察
は行われていない。本稿では総論的に前期と後期の
特色を検討したにすぎない。個々の政策が政府会計
に与えた影響については別の機会に検討したいと考
えている。
結論として，大隈侯が会計制度の構築に著しい貢
献をしたことを指摘してむすびとしたい。
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